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１、自己評価の結果 

（１）概要 

学校経営計画の 6つの重点目標であった「確かな学力の定着と向上」「豊かな心の育 

成」「行事や部活動の充実」「健康教育や食育の推進」「安心で安全な学校環境づくり」 

「保護者や地域との連携」について自己評価を実施した。各設問で「とてもそう思う」 

を 8点、「まあそう思う」を 6点、「あまり思わない」を 4点、「まったく思わない」 

を 2点とし、その合計を人数で割り、数値化した。「確かな学力の定着と向上」の平均 

数値は 6.90、「豊かな心の育成」の平均数値は 6.59、「行事や部活動の充実」の平均数 

値は 7.48、「健康教育や食育の推進」の平均数値は 7.13、「安心で安全な学校環境づく 

り」の平均数値は 7.04、「保護者や地域との連携」の平均数値は 7.10であった。 

また、自己評価の全体平均数値は 7.02となり、「道徳教育の推進」や「安全な学校環

境づくり」に関する 2つの設問を除いては、どの設問とも 7.00 を上回る結果であった。 

同じ設問で実施した生徒と保護者の学校評価アンケートの全体平均数値は、教員の 

7.02に対し、生徒は 6.70、保護者は 6.25であった。これらの結果を大別すると、以下 

の４つに分けることができる。 

 

A 教員・生徒・保護者ともに評価が極めて高く、比較的ギャップが小さかった設問（平 

均数値が 6.5以上、平均数値の差が 0.７以下） 

B 教員の評価が極めて高かった設問の中で、生徒や保護者の評価が低かったために大き

なギャップが生じた設問（教員の評価の平均数値が 7.0 以上、平均数値の差が 0.8

以上） 

C 教員・生徒・保護者の中で、評価が極めて低かった設問（平均数値が 6.0以下） 

D 保護者の評価で「わからない」と回答した割合が多かった設問（全体の 20％以上） 

 

A に該当する設問 

【設問 12】生徒会活動や委員会活動が活発に行われている。 

【設問 18】地区祭への参加や氷川神社祭礼パトロールなど地域の活動にかかわっている。 

【設問 19】学校公開や HPの更新など地域に学校の様子や取り組みを知らせている。 

B に該当する設問 

【設問  3】落ち着いて授業に取り組める雰囲気がある。 

【設問 10】体育祭と文化発表会が活発に行われている。 

【設問 11】部活動が活発に行われている。 

【設問 15】給食だよりの発行や試食会など食育に関する教育が計画的に行われている。 

【設問 16】毎月の避難訓練や安全指導など安全に関する教育が計画的に行われている。 

C に該当する設問 

【設問  1】わかりやすく、工夫した授業が行われている。 



【設問  2】個に応じた教科指導を進め、基礎学力の定着を図っている。 

    【設問  7】生徒の心を大切にした生活指導が行われている。 

  【設問  8】いじめ、不登校、支援を要する生徒などの対応が迅速に行われている。 

【設問  9】全教員による一致した生活指導が行われている。 

【設問 20】小中一貫教育研究の推進など地域と連携した教育活動が行われている。 

  Dに該当する設問 

【設問  8】いじめ、不登校、支援を要する生徒などの対応が迅速に行われている。 

【設問  9】全教員による一致した生活指導が行われている。 

【設問 13】かたくりの里の訪問など生徒会主催のボランティア活動が活発に行われて 

いる。 

ここで問題となるのは、B・Cに該当する設問である。Cに該当する設問で、特に教 

員の評価が低かった設問は、昨年度ほどではないが「道徳教育の推進」であった。これ 

は、道徳の時間の確保や日常生活における道徳的心情を豊かにするための工夫が不十分 

であったからだと考えられる。また、保護者の評価が低かった設問は、学習指導に関す 

る「分かりやすく、工夫された授業」「個に応じた教科指導の充実と基礎学力の定着」 

と、生活指導に関する「生徒の内面を重視した指導」「いじめ、不登校、支援を要する 

生徒への迅速な対応」「全教員による一致した指導」であった。前者は学力向上に取り 

組んで欲しいという保護者の強い願いの表れであり、後者はいじめや不登校の削減に至 

らなかったことが原因だと考えられる。さらに、生徒と保護者の評価が低かった設問で 

ある「小中一貫教育研究の推進など地域と連携した教育活動」も、生徒や保護者には地 

域と連携した教育活動が見えにくかったことが原因だと考えられる。 

これらの結果を踏まえ、次年度は「確かな学力の定着と向上」に向けた「わかりやす

く、工夫した授業」「個に応じた教科指導の充実と基礎学力の定着」、「豊かな心の育

成」に向けた「生徒の内面を重視した指導」「いじめ・不登校・支援を要する生徒への

迅速な対応」「全教員による一致した生活指導」の 5 点を重要課題として取り組んでい

く必要がある。 

D に該当する設問は、設問内容にやや具体性が欠けていたことや学校からの情報発信

が不足していたことが原因だと考えられる。そのため、設問内容の工夫と共に、学校だ

よりの定期的発行やホームページの更新内容の充実に努めていくことが必要である。 

 

（２）次年度の課題 

   ①わかりやすく、工夫した授業 

保護者の平均数値が他の設問に比べて極めて低くかったこと、また、教員の平均数

値よりも 0.91ポイントも低く、大きなギャップがあったこと。 

②個に応じた教科指導の充実と基礎学力の定着  

保護者の平均数値が他の設問に比べて極めて低くかったこと。 

  ③生徒の内面を重視した指導 

教員の平均数値がここ 2年下降していること。また、保護者の平均数値が他の設問 

に比べて極めて低くかったこと。 



  ④いじめ、不登校、支援を要する生徒への迅速な対応 

    教員と生徒の平均数値が昨年度に比べて低くかったこと、また、生徒と保護者の平

均数値が他の設問に比べて極めて低かったこと。 

  ⑤全教員による一致した生活指導 

 保護者の平均数値が他の設問に比べて低く、教員との平均数値にギャップがあった 

こと。 

 

２、学校関係者評価 

（１）総括 

本校の自己評価結果が適切であるかどうか、学校評議員より４段階で評価をしていた 

だいた。各設問で「とてもそう思う」を 8点、「まあそう思う」を 6点、「あまり思わ 

ない」を 4点、「まったく思わない」を 2点とし、その合計を人数で割り、数値化した。 

「確かな学力の定着と向上」の平均数値は 7.06、「豊かな心の育成」の平均数値は 6.49、 

「行事や部活動の充実」の平均数値は 7.63、「健康教育や食育の推進」の平均数値は7.33、 

「安心で安全な学校環境づくり」の平均数値は 6.89、「保護者や地域との連携」の平均 

数値は 7.41であり、「豊かな心の育成」と「安心で安全な学校環境づくり」以外は、平 

均数値 7.00を上回る結果であった。また、「豊かな心の育成」「行事や部活動の充実」 

「安心で安全な学校環境づくり」については、昨年度の平均数値より若干低い結果であ 

った。 

 

（２）課題及び改善策 

  ①「わかりやすい授業」や「個に応じた教科指導」には、校内研修やミニ研修を計画的 

に実施し、教員一人一人の授業力の向上と効果的な教材や指導方法の開発に取り組む。 

また、習熟度別授業や少人数授業を導入した指導法の工夫に努め、基礎学力の定着を 

図る。 

  ②「生徒の内面を重視した生活指導」には、より一層教育相談を充実させ、全教員が生 

徒理解に基づいた指導にあたる。 

  ③「いじめ、不登校、支援を要する生徒への迅速な対応」には、教育相談委員会や学校 

いじめ対策委員会を中心に対応策を探り、そのケースに適した対応を組織的に行う。 

④「全教員による一致した生活指導」には、教員間の共通理解を図りながら、複数対応 

で指導にあたる。 

⑤「行事や部活動の充実」には、体育祭や文化発表会を在校生だけでなく、地域全体で 

盛り上がる行事にしていく。 

⑥「安心で安全な学校環境づくり」には、地域と連携した防災訓練を計画し、実施する。 

 

（３）根拠となる意見 

  ①近隣区では習熟度別授業が進められています。積極的な取り組みに期待します。 

   ②設問 1・2の教員と生徒の評価が下がっていることから、「指導力の底上げ」の必要 

     性を感じる。ミニ研修などを通じ、個別に指導力を見て対応して欲しい。 



③小中連携教育は、さらに積極的に取り組んで欲しいと思います。 

④設問8については対応が難しいケースが増えているのか、連携などに問題があるのか、 

ケースごとに適切に対応していく工夫が求められる。 

⑤全教員による一致した生活指導を行うには、教員間の共通理解を図ると共に、複数対 

応で指導にあたることが大切だと思います。生徒一人一人を大切に思っている教員の

気持ちも伝わり、保護者の理解も深まるのではないでしょうか。 

    ⑥体育祭や文化発表会は在校生だけでなく、地域全体で盛りあげて行けると良いですね。 

 ⑦避難拠点の訓練にもっと多くの生徒の参加をお願いしたい。 

 

３、学校評価結果の公表等 

  自己評価及び生徒・保護者による学校評価アンケートの結果は、1月の学校だよりで公 

表した。学校評価のまとめは、今年度中に学校ホームページに資料を掲載し、公表する予 

定である。 

 

４、次年度の学校改善に向けた校長の見解 

「確かな学力の定着と向上」「豊かな心の育成」「行事や部活動の充実」「健康教育や 

食育の推進」「安心で安全な学校環境づくり」「保護者や地域との連携」の 6 つの重点目

標について自己評価を行った結果、「確かな学力の定着と向上」に向けた「わかりやすく、

工夫した授業」「個に応じた教科指導の充実と基礎学力の定着」、「豊かな心の育成」に

向けた「生徒の内面を重視した指導」「いじめ・不登校・支援を要する生徒への迅速な対

応」「全教員による一致した生活指導」が大きな課題として浮き彫りになった。これは、

各設問の評価平均数値が低く、教員・生徒・保護者の評価に大きなギャップが見られたか

らである。 

このような結果は、学校関係者評価においても学校評議員の方々から概ね適切であると

評価された。 

 

そこで、本校では今年度に引き続き、次の 6 つを重点目標に掲げ、全校をあげて生徒・

保護者・地域の期待に応える学校づくりに全力を尽くす。 

○生徒に学ぶ喜びと意欲をもたせ、確かな学力の定着と向上に努める。 

○豊かな心をもち、前向きな生き方のできる生徒を育てる。 

○生徒の能力や良さを最大限に引き出す教育活動を推進する。 

○心身ともに健康で生き生きと活動する生徒を育てる。 

◯生徒が安心して活動できる学校環境をつくる。 

◯保護者や地域との連携を深め、協力体制をより強化する。 

 

  特に、上記の課題については、以下のような改善を行う。 

（１）わかりやすく、工夫した授業 

①互いに授業力を高め合う研究授業、わかりやすい授業を実現させる教材や指導法の開 

発を校内研修の中に位置づけ、計画的に実施する。 



②理数フロンティア校や特別支援学級発表校として取り組んだ研究内容を生かした科学

に対する興味・関心を高める授業や人間関係能力を培う指導を推進する。 

③図書館管理員を有効に活用した学校図書館の拡充に努め、学習センターとして利用し

ていく。  

 ④地域の人材や施設を活用した授業の工夫に努める。 

 

（２）個に応じた教科指導の充実と基礎学力の定着 

①学力向上支援講師や学校生活支援員を活用した複数教員による指導体制を整備し、個 

に応じたきめ細かな指導を行う。 

②小中一貫教育研究グループとして取り組んだ国語・数学・保健体育・総合的な学習の

時間の課題改善カリキュラムを検証する中で、小中の学びの連結を一層強化させる。 

③学力向上支援講師を活用した放課後の補習・質問教室、定期考査前の質問教室、夏季 

学習補充教室を計画的に実施する。 

  ④本校の実態に応じた数学の習熟度別授業、英語の少人数授業の指導のあり方を探りな

がら、その実現を図る。 

 

（３）生徒の内面を重視した生活指導 

①定期的に開催する教育相談委員会を有効に活用しながら、気になる生徒や支援を要す 

る生徒への共通理解に努め、複数教員によるきめ細かな指導を行う。 

②特別支援教育コーディネーターを中心に支援を要する生徒の事例研究を計画的に実施 

し、生徒理解に基づいた指導にあたる。 

 

（４）いじめ、不登校、支援を要する生徒への迅速な対応 

①不登校対策加配教員や学校いじめ対策推進教員を有効に活用しながら、いじめや不登

校生徒の削減に組織的に取り組む。 

②スクールソーシャルワーカーや主任児童委員の協力を得ながら、学校と地域が連携し

て不登校生徒にかかわる体制を確立し、その削減に努める。 

③不登校生徒を対象とした別室指導のあり方を探りながら、「みつがしわ教室」の運営 

を一層充実させる。 

④毎月、全校朝礼終了後に実施する「学校生活調査」を通して、各学年・学級の友人関 

係の実態を把握し、いじめの早期発見とその防止に努める。 

 

（５）全教員による一致した生活指導 

①生活指導部を中心に生徒情報を共有し合い、指導への見通しと手立てをもった生活指

導を組織的に進める。 

②必要に応じて学校サポートチームを活用しながら、生徒の問題行動には全校体制で臨

む。 

 

５、根拠となる資料 



対象

回答 ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

点 ８点 ６点 ４点 ２点 － ８点 ６点 ４点 ２点 － ８点 ６点 ４点 ２点 －

％ 45.2 54.8 0.0 0.0 0.0 30.9 61.7 6.1 0.2 1.1 11.5 60.0 10.7 0.6 17.2

得点 361.6 328.8 0 0 100 247.2 370.2 24.4 0.4 98.9 91.6 360 42.8 1.2 82.8

平均

％ 41.9 51.6 6.5 0.0 0.0 25.1 55.2 13.3 1.4 5.0 7.9 45.8 28.1 2.0 16.2

得点 335.2 309.6 26 0 100 200.8 331.2 53.2 2.8 95 63.2 274.8 112.4 4 83.8

平均

％ 67.7 32.3 0.0 0.0 0.0 30.8 55.0 13.1 0.5 0.6 33.1 56.1 3.6 0.0 7.2

得点 541.2 193.8 0 0 100 246.4 330 52.4 1 99.4 264.8 336.6 14.4 0 92.8

平均

％ 51.6 41.9 6.5 0.0 0.0 41.5 44.7 5.6 0.8 7.5 15.0 63.2 11.1 0.2 10.5

得点 412.8 251.4 26 0 100 332 268.2 22.4 1.6 92.5 120 379.2 44.4 0.4 89.5

平均

％ 38.7 54.8 6.5 0.0 0.0 41.3 40.2 4.5 0.0 14.0 16.4 60.3 11.1 0.6 11.5

得点 309.6 328.8 26 0 100 330.4 241.2 18 0 86 131.2 361.8 44.4 1.2 88.5

平均

％ 29.0 54.8 16.1 0.0 0.0 35.1 48.4 9.9 1.4 5.1 17.7 64.8 5.7 0.8 11.5

得点 232 328.8 64.4 0 100 280.8 290.4 39.6 2.8 94.9 141.6 388.8 22.8 1.6 88.5

平均

％ 38.7 61.3 0.0 0.0 0.0 29.8 50.6 12.9 1.4 5.3 15.3 54.5 13.7 3.2 13.3

得点 309.6 367.8 0 0 100 238.4 303.6 51.6 2.8 94.7 122.4 327 54.8 6.4 86.7

平均

％ 41.9 51.6 6.5 0.0 0.0 22.7 34.5 13.7 4.0 25.2 12.1 38.5 14.1 2.4 32.9

得点 335.2 309.6 26 0 100 181.6 207 54.8 8 74.8 96.8 231 56.4 4.8 67.1

平均

％ 38.7 54.8 6.5 0.0 0.0 29.2 43.5 13.3 2.2 11.8 14.5 48.3 13.1 2.6 21.5

得点 309.6 328.8 26 0 100 233.6 261 53.2 4.4 88.2 116 289.8 52.4 5.2 78.5

平均

％ 90.3 9.7 0.0 0.0 0.0 77.9 19.7 1.6 0.2 0.6 53.8 40.3 4.4 0.6 0.8

得点 722.4 58.2 0 0 100 623.2 118.2 6.4 0.4 99.4 430.4 241.8 17.6 1.2 99.2

平均

％ 96.8 3.2 0.0 0.0 0.0 79.1 15.8 1.8 0.3 3.0 58.8 38.0 1.8 0.4 1.0

得点 774.4 19.2 0 0 100 632.8 94.8 7.2 0.6 97 470.4 228 7.2 0.8 99

平均

％ 61.3 38.7 0.0 0.0 0.0 64.1 31.6 2.2 0.2 1.9 28.6 57.3 3.0 0.2 10.9

得点 490.4 232.2 0 0 100 512.8 189.6 8.8 0.4 98.1 228.8 343.8 12 0.4 89.1

平均

％ 54.8 38.7 6.5 0.0 0.0 38.8 34.9 6.1 1.1 19.1 12.3 47.3 8.1 1.0 31.3

得点 438.4 232.2 26 0 100 310.4 209.4 24.4 2.2 80.9 98.4 283.8 32.4 2 68.7

平均

％ 45.2 51.6 3.2 0.0 0.0 46.6 42.7 5.1 0.6 5.0 20.3 61.9 5.8 0.4 11.7

得点 361.6 309.6 12.8 0 100 372.8 256.2 20.4 1.2 95 162.4 371.4 23.2 0.8 88.3

平均

％ 71.0 29.0 0.0 0.0 0.0 48.7 39.0 5.4 1.0 5.9 26.7 58.3 9.8 2.0 3.2

得点 568 174 0 0 100 389.6 234 21.6 2 94.1 213.6 349.8 39.2 4 96.8

平均

％ 87.1 9.7 3.2 0.0 0.0 50.1 42.9 4.0 0.2 2.9 18.4 59.5 6.7 0.2 15.3

得点 696.8 58.2 12.8 0 100 400.8 257.4 16 0.4 97.1 147.2 357 26.8 0.4 84.7

平均

％ 32.3 54.8 6.5 3.2 3.2 34.6 47.0 9.3 1.4 7.7 15.5 57.4 8.0 0.4 18.7

得点 258.4 328.8 26 6.4 96.8 276.8 282 37.2 2.8 92.3 124 344.4 32 0.8 81.3

平均

％ 67.7 29.0 3.2 0.0 0.0 45.9 35.1 3.5 0.8 14.7 36.4 56.8 2.2 0.2 4.4

得点 541.6 174 12.8 0 100 367.2 210.6 14 1.6 85.3 291.2 340.8 8.8 0.4 95.6

平均

％ 64.5 35.5 0.0 0.0 0.0 43.3 30.8 2.9 1.0 22.0 35.0 54.9 4.2 0.0 5.8

得点 516 213 0 0 100 346.4 184.8 11.6 2 78 280 329.4 16.8 0 94.2

平均

％ 48.4 35.5 12.9 0.0 3.2 21.5 32.1 8.0 2.7 35.7 9.0 45.0 12.7 1.2 32.1

得点 387.2 213 51.6 0 96.8 172 192.6 32 5.4 64.3 72 270 50.8 2.4 67.9

平均

【
確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上

】

設問 １
わかりやすく、工夫した授業が行われてい
る。

7.35 6.34 6.64

設問 ４
評価計画に基づいた評価・評定が適切に行
われている。

自己評価および保護者・生徒の学校評価アンケートの結果
練馬区立石神井中学校

①…とてもそう思う　　　②…まあそう思う　　　③…あまり思わない　　　④…まったく思わない　　　⑤…わからない

質問項目
教　員 生　徒 保護者 結果を見ての考察等

＜平均数値…５点＞

授業評価を通して、授業改善プランを作成し、指導力の向上を目指した研修を深めることが出来た。また、次年度は授業改善プラン
を使った教科同士の研修会も実施したい。研修会については、次年度以降も授業研究を含めた取り組みを定期的に継続していく。
日々の生活指導や事務処理に時間を使い、教員の教材研究の時間がきちんと確保されていないのが課題である。年間行事予定を
工夫するなど時間を確保する努力も今後していく必要がある。

6.90 6.49 5.99

今年度の生徒の評価が若干低下した要因として考えられることは、若手教員の育成と全教員の指導力の底上げが不十分だったから
だと思われる。OJTに対して、全教員の意識改善を図る必要がある。長期休業中などに行われる練馬区教育委員会主催の研修会以
外にも、本校では、年度当初にOJTの計画を立てて実施している。また、今年度から年度末にOJTの報告書を提出してもらうが、報告
書の中からOJTの内容のよいものは、全教員に対してミニ研修を計画的に実施していく。

6.71 6.19 5.42

３年間を見通した進路指導(職場体験を含
む)・キャリア教育が行われている。

生徒･教員の評価が高いのは、１年次から職業調べや職場体験、上級学校訪問などの活動を系統的に行ってきた成果であると思わ
れる。今後も３年間を見通した系統的な学習指導を行っていきたい。生徒･教員に対して保護者の評価が低いので、学校で行ってい
る進路指導の内容や様子を保護者会や学校便り･学年便り等で積極的に保護者に周知していきたい。

6.64 6.86 6.09

相変わらず、評価が厳しいという声を耳にするが、適切に行われていると感じる生徒・保護者も多い。しかし、今年度は教員の評価が
若干低下した点から、評価・評定を付ける際に教員自身が悩んでいる点もあると予想される。次年度は、評価についての研修会を実
施したり、教科同士の評価方法について意見交換をするなど学習指導要領に沿った適切な評価・評定を目指すための取り組みを実
施する。

6.90 6.75 6.08

設問 ２
個に応じた教科指導を進め、基礎学力の定
着を図っている。

生徒の評価は25､26年度に比べ、少しだが上がっているものの、保護者からの評価は下がってしまっている。どの教員も日々、生徒
の事を考え、指導していることについては、従来と変わらない。ただ、保護者からの指摘にもあるように、指導や部活動の際の叱咤激
励する言葉などが少し荒さの目立つ面が見られる。それが、思いが届かない原因になっているのではないかと考える。どんなに思い
が強くても伝わらなければ意味はないので、保護者のみならず生徒にももっと理解してもらえるように努める必要がある。また、今年
度は、我々教員の評価も下がってしまっている。これは、教員が多数入れ替わる中でのとらえ方の違いもあるのではないかと考え
る。しかし、この評価を学校全体として受け止め、来年の改善へとつなげたい。6.77 6.30 5.89

設問 ８
いじめ、不登校、支援を要する生徒などの
対応が迅速に行われている。

生徒・保護者よりも、教員の方が落ち幅が大きいのが現在の状況を表しているように思う。学年会(担任)⇔生活指導部会(相談部会)
⇔主任児童委員との連絡会の流れをもっと迅速に対応できるように、ＳＣや心のふれあい相談員の方々と協力し、必要な情報をＳＣ
の方々からは適切な対策やｱﾄﾞﾊﾞｲｽをもらえる環境作りが大切である。

生徒･教員・保護者ともに評価の数値がほぼ同じである。日常生活における道徳的な心情を豊かにするための工夫を行ってきた。週
に１時間の道徳の時間を核とした学校教育全体における道徳教育を教職員全体の共通理解に基づいて推進していくための研修をさ
らに深め、充実していきたい。

6.25 6.47 6.27

設問 ７
生徒の心を大切にした生活指導が行われ
ている。

設問 ６
教育活動全体を通して、道徳教育に努めて
いる。

6.71 6.03 5.80

設問 ３
落ち着いて授業に取り組める雰囲気があ
る。

全校で朝の読書を推進し、1時間目から落ち着いて授業に取り組めている。また、チャイム教卓を全教員で意識して行っていることも、
落ち着いた授業環境を作っている要因の1つだと思われる。今後も、チャイム教卓や10分休みの教員の過ごし方など、生徒のちょっと
した変化に常に気付けるような状態を維持していきたい。

設問 ５

【
行
事
・
部
活
動
の
充
実

】

設問10 体育祭と文化発表会が活発に行われている。

7.23 7.25 6.57

設問13

全教員による一致した生活指導が行われて
いる。

昨年度と数字的には変わらないが、25年度から見ると全体的に落ちている。ここ3年くらいで生活指導において中心的な教員が多く入
れ替わっていった影響だと思われる。しかし、教員の異動は避けられないので、入れ替わる中でも変わらない統一した指導体制を現
在以上に、明確かつ共通理解することが大切である。教員に指導差が出ないよう、またそう思われないように、同一歩調であたって
いくように心掛けたい。

6.64 6.26 5.90

【
豊
か
な
心
の
育
成

】

設問 ９

設問12
生徒会活動や委員会活動が活発に行われ
ている。

生徒会活動や委員会活動が保護者の方々までなかなか届かないのは残念だが、学校現場で実際に活動している生徒や見守ってい
る教員の評価が年々上がっているのはうれしいことである。生徒が学校で頑張っている様子をもっと保護者にも理解していただける
ように情報を発信していく必要がある。

体育祭も成功させることが出来た。ただ、クラス数が学年によって違うため縦割り競技が実施できないことが残念である。今年度で縦
割り競技を経験した学年が卒業するので、今後、クラス数が同じになった時に縦割り競技を復活させるのかどうかも含めて検討して
おく必要がある。
文化発表会は、今年度から練馬文化センターで合唱コンクールを実施した。良かったという声が生徒、教員、保護者から多かったが、
平日に休みが取れない保護者のために、次年度も土曜日にリハーサルを行いたい。7.81 7.53 6.97

設問11 部活動が活発に行われている。

かたくりの里の訪問など生徒会主催のボラ
ンティア活動が活発に行われている。

昨年度と同じ活動をしていたが、評価は下降してしまった。時期的に部活動の練習や試合に重なる部もあるようなので、学校側でも
参加しやすい体制作りは必要である。また、強制ではないとはいえ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱはやらなくてもよいものというものにならないようにﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱの必要性と重要性を伝えていくことも学習活動として大切なことではないかと考える。受け入れ側の人数もあるが、一般生徒の参
加が活発になるよう啓発活動をしていきたい。

6.97 6.75 6.06

この評価は、数値にも出ているように生徒の頑張り、教員側の努力ともに認められてきた結果だと思われる。休日なく部活動に頑
張ってくれる教員もいる中で、活発で節度ある活動をこれからも心掛けて努力していきたい。

7.94 7.58 7.14

教員や生徒の評価が高いのは、給食だよりや給食時の給食委員による献立の一口メモの紹介、ホームページと給食室前の掲示板
を利用したメニュー紹介などが、評価に繫がったと思われる。また、昨年に引き続き、石神井小学校と上石神井北小学校の６年生の
保護者をお招きした給食試食会も実施できた。来年度も引き続き、生徒や保護者の意識を啓発する指導や取り組みを行っていきた
い。

7.42 6.88 6.27

6.73 6.25 5.82

学校だよりや学年だより等を定期的に発行し、学校ホームページの更新を通じて、本校の教育活動や生徒の活躍を紹介していたこと
などが教員や生徒の高い評価に繫がり、保護者の評価も高くなってきている。今後も、学校だよりや学年だより等の定期的な発行と
学校ホームページの更新に努め、学校の様子や取り組みを積極的に情報発信していきたい。

7.29

【
安
心
で
安
全
な

 
 

学
校
環
境
づ
く
り

】

設問16
毎月の避難訓練や安全指導など安全に関
する教育が計画的に行われている。

比較的生徒の評価が高いのは、保健委員会が映像や寸劇等で、全校生徒に熱中症対策やケガの手当、インフルエンザ予防・対策
について呼びかけたことが、評価に繫がったと思われる。また、I組では歯科校医による歯みがき指導も実施できた。　しかし、教員の
評価が下がってきているので、来年度は、歯の衛生講習会、飲酒・喫煙防止、薬物乱用防止等の指導を見直し、計画的に実施してい
くことで健康教育を充実させていきたい。

6.84 6.85 6.32

設問15
給食だよりの発行や給食試食会など食育に
関する教育が計画的に行われている。

【
健
康
教
育
及
び

 
 
 
 

食
育
の
推
進

】

設問14
薬物乱用防止教室の実施など健康に関す
る教育が計画的に行われている。

6.98 6.65

設問20 
小中一貫教育研究の推進など地域と連携し
た教育活動を行っている。

小中一貫教育研究グループとして、石神井小・上石神井北小と９年間を見据えた教科カリキュラムの作成について研究してきた。「ふ
るさと文化館」への訪問、地域の方を講師として招いた職業講話など、地域の人材を活用した教育活動を行っているものの、生徒の
評価が下がってきてる。それは、生徒にとって連携している活動が見えにくいことが原因だと思われる。来年度も、地域と連携した教
育を進めていくなかで、その内容に関する広報活動にも力を入れていきたい。

【
保
護
者
や
地
域
と
の
連
携

】

設問18

設問19
学校公開やホームページの更新など地域
に学校の様子や取り組みを知らせている。

危険箇所については、早期発見と除去を心掛け、教員だけではなく主事さんも細かいところまでよく見てくれている。また、古いながら
教室の整頓などは点検する限り、昨年よりは良くなっている。予算の関係上、すぐに修繕できない場合もあるが、常に安全点検を心
がけ安全な学習環境作りに努めていきたい。

6.40 6.49 6.16

地区祭への参加や氷川神社祭礼パトロー
ルなど、地域の活動とかかわっている。

より現実に近い避難訓練をはじめ、毎年のようにあるLINEﾄﾗﾌﾞﾙに対しての指導など、もっとアイデアをこらし充実した訓練ができるよ
うに、意識を持つ必要性を感じる。いざというときの対応が迅速にできるように学校体制をしっかりと整えていきたい。

7.68 6.95 6.27

設問17
危険箇所の修繕などきれいで安全な学習環
境となっている。

生徒の評価が高いのは、吹奏楽部が「石神井地区祭」に参加し、演劇部が石神井台児童館やデイサービスセンターへの読み聞かせ
公演に参加できたことなどが評価に繫がり、保護者の評価にも影響してきているのではないかと思われる。また、氷川神社の祭礼で
は、７割以上の教員がPTAや親父の会と協力してパトロールを行うなど、町会・育成委員会・親父の会との連携を深めている。今後
も、スポーツ交流や照姫まつり、ファミリージョギングへの参加を通じて、地域とのかかわりの連携強化に努めていきたい。

7.28 6.96 6.71

 


